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採卵鶏の銘柄別産卵能力 

  

岡島 博道・笠原  猛・篠原 啓子・先川香緒里*1・三船 和恵 
  

要   約 

 平成 8年 4月 26日餌付けの採卵鶏 5銘柄について産卵能力を調査した。20週齢体重はイサブラウン

が 1,659g と大きく，50％産卵日齢もイサブラウンが 138,5 日と早かった。20 週齢体重が 1,224g と最も

小型のイサホワイトは，50％産卵日齢が 161.0日と遅かった。 

 21～64週齢時の産卵性は，産卵率が 79.2～89.1％でジュリア・イサブラウンが高い産卵率を示し銘柄

により差がみられた。また，平均卵重はイサホワイト・イサブラウンが大きい傾向であり，1 日当たり

産卵重はイサブラウン・ジュリアが良好な成績であった。飼料摂取量は小柄なイサホワイトが少なく。

その結果飼料要求率はイサホワイトと産卵率・平均卵重の良いイサブラウンがこれに次ぐ成績であった。

規格卵産出率は鶏銘柄に特徴がみられ，ジュリアがM・L規格卵産出率が高かった。 

目   的 

 県内採卵養鶏農家に導入されている主要 5銘柄の採卵鶏のについて，産卵能力試験を行い養鶏農家の

銘柄選定指針とし，経営安定に資する。 

材料及び方法 

(1) 試 験 期 間 

 平成 8年 4月 26日～平成 9年 7月 18日 

  育成期：平成 8年 4月 26日～9月 13日 

                    140日間 

  成鶏期：平成 8年 9月 14日～平成 9年 7月 18日 

                    308日間 

(2) 供試鶏及び試験区分 

 供試鶏，供試羽数については表 1のとおりである。5銘柄の採卵鶏各 100羽を 1群 50羽とし，各銘

柄 2反復とした。 

                                                                                                                                                                                        
*1 現阿南農業改良普及センター 
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表 1 供試鶏及び試験区分 

 

(3) 給 与 飼 料 

 給与飼料は全て市販飼料とし，表 2のとおり給与した，また飼料は全て不断給与とした。 

表 2 給与飼料 

 

(4) 管   理 

 育すうは，開放式平飼鶏舎の 1室 8.64m2に鶏を 100羽ずつ収容，パンケーキ型ガスブルーダーで 3

週間給温した。10週齢時から 1室 50羽とし，17週齢に成鶏用開放式ケージ舎(ケージ：間口 18cm，

奥行 40cm，高さ 45cm)に 1羽ずつ収容した。 

 点灯は，育成期は自然日照とし，20週齢から 14時間点灯を開始，以後 2～3月毎に 1時間漸増，最

終 17時間とした。 

 衛生・その他の管理は当場の慣行に従った。 

 なお，ワクチネーションは次のとおり，デビークは 7日齢とし，17週齢に矯正した。 

 ワクチンプログラム 

   0週：マレック注，IB点眼，FP翼膜穿刺 

   1 ：ND飲水 

   2 ：ND飲水 

   3 ：IBD飲水 

   4 ：NB噴霧， 

   5 ：IC注，ILT点眼 

  10 ：NB2AC注 

  12 ：IB点眼 

  15 ：ILT点眼，FP翼膜穿刺 
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  16 ：IB点眼 

  19 ：IB点眼 

(5) 調 査 項 目 

① 育成期成績 

・ 育成期飼料摂取量 

・ 育成率 

・ 体重(0，4，10，20週齢時個体毎) 

・ 50％産卵日齢および卵重 

② 産卵期成績 

 21～64週齢まで 4週を 1期として，各期の成績を集計した。 

・ 産卵率 

・ 平均卵重 

・ 1日 1羽当たり産卵量 

・ 1日 1羽当たり飼料摂取量 

・ 飼料要求率 

③ 卵   質 

 卵質検査は，調査日の前日に生産された卵を 15℃で保存し，翌日の午前中に実施した。 

 HUとヨークカラー，卵殻強度と卵殻厚はそれぞれ同一卵を各区 10個ずつ調査した。 

・ ハウユニット(HU) 

 産卵の翌日と 7日後の 2回測定した。 

・ ヨークカラー 

・ 卵殻強度 

・ 卵殻厚 

・ 卵形係数 

④ 規格卵の重量別産出率 

 21～64週齢の規格卵産出率を谷ら 1)の方法により算出した。 

結果及び考察 

(1) 育成期成績 

① 育成期飼料摂取量 

 育成期の飼料摂取量は表 3のとおりである。赤玉鶏の 5区が多く摂取し，4区が少なかった。 
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表 3 育成期飼料摂取量 

 

② 育 成 率 

 育成率は，表 4のとおりであった。 

表 4 育成率 

 

③ 体   重 

 育成期の体重は，表 5のとおりである。 

 餌付け時を除く各週齢ともに 4区が小さく，5区が大きく飼料摂取量との関係がみられた。 

表 5 育成体重 

 

④ 初産産卵日齢および卵重 

 初産産卵日齢および卵重については表 6のとおり。初産産卵日齢は，銘柄間に差があり，発育

の良かった 5区が早く，小柄な 4区が遅かった。初産産卵時卵重は産卵開始が遅かった 4区が大

きかった。 

表 6 初産産卵日齢 

 
④ 50％産卵日齢および卵重 
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 50％産卵日齢および卵重については表 7のとおり。50％産卵日齢も，銘柄間に差があり，5区

が早く最も遅かった 4区に比べ 14.8日の差が見られた。50％産卵時卵重も鶏銘柄で差が見られ産

卵開始日齢が遅かった 4区が大きかった。 

表 7 50％産卵成績 

 
(2) 成鶏期成績 

① 産 卵 率 

 21～64週齢の産卵率は，図 2，表 8のとおりである。産卵率は，79.2～89.1％で 3区・5区が優

れていた。初産の遅れた 4区と落ち込みの早かった 2区が低い成績となった。 

 
図 2 産卵率の推移 

表 8 産卵率 

 

② 平 均 卵 重 

 平均卵重は，図 3，表 9のとおりである。21～64週齢の間の平均卵重は，鶏の銘柄間で差は認

められなかったが，4区・5区が大きい傾向にあった。 
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図 3 平均卵重の推移 

表 9 平均卵重 

 

③ 1日 1羽当たり産卵量 

 1日 1羽当たり産卵量は，図 4，表 10のとおりである。21～64週齢間の 1日 1羽当たり産卵量

は，産卵率と同様に 5区・3区が優れていた。 

 
図 4 1日 1羽当たり産卵量 

表 10 1日 1羽当たり産卵量 

 

④ 1日 1羽当たり飼料摂取量 

 1日 1羽当たり飼料摂取量は，図 5，表 11のとおりである。21～64週齢の 1日 1羽当たり飼料

摂取量は，小柄な 4区が全期間を通じて少なく大柄な 1区・3区が多く摂取した。従来，褐色鶏

は大柄で白色鶏より飼料摂取量が多いといわれているが，今回の供試鶏では褐色鶏の 5区と白色

鶏の 2区の飼料摂取量に差はなく，むしろ 1区・3区より少ない結果となった。 
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図 5 飼料摂取量の推移 

表 11 1日 1羽当たり飼料摂取量 

 

⑤ 飼料要求率 

 飼料要求率は，図 6，表 12のとおりである。 

 

図 6 飼料要求率の推移 

表 12 飼料要求率 

 

 飼料摂取量の少ない 4区と産卵率・卵重に優れた 5区が優れた結果となった。 

⑥ 64週齢時体重と成鶏期増体量 

 試験終了の 64週齢における鶏の体重を表 13に，成鶏期当初の 20週齢から 64週齢の間の増体

量を表 14に示した。飼料摂取量の少なかった 4区が小さく，赤玉鶏の 5区と産卵の少なかった 2

区が重かったが産卵の優れた 5区の増体量は少なかった。 
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表 13 64週齢時体重 

 

表 14 20～64週齢間の増体量 

 

⑦ 生 存 率 

 生存率は表 15のとおり 

表 15 生存率 

 

(3) 卵   質 

① ハウユニット 

 24，32，44，56および 64週齢時の産卵翌日のハウユニットを図 7，表 16に，7日貯卵後のハ

ウユニットの推移を図 8，表 17に，貯卵中のハウユニットの低下量を図 9，表 18に示した。 

 ハウユニットは週齢の経過に伴い低下し，鶏銘柄間では各週齢とも 4区が高く，5区が低い傾

向にあり翌日.7日ともに同様の傾向であった。 

 

図 7 ハウユニットの推移(翌日) 
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表 16 ハウユニットの推移(翌日) 

 

 

図 8 ハウユニットの推移(7日後) 

表 17 ハウユニットの推移(7日後) 

 

 

図 9 ハウユニット低下量の推移(1～7日後) 
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表 18 ハウユニット低下量の推移(1～7日後) 

 

② ヨークカラー 

 24，32，44，56および 64週齢時のヨークカラーを図 10，表 19に示した。 

 ヨークカラーは，44週齢以降 1区・3区が良好に推移し，5区がやや低く推移した。 

 

図 10 ヨークカラーの推移 

表 19 ヨークカラーの推移 

 
③ 卵 殻 強 度 

 24，32，44，56および 64週齢時の卵殻強度を図 11，表 20に示した。 

 

図 11 卵殻強度の推移 
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表 20 卵殻強度の推移 

 

 各区ともに，44週齢以降卵殻強度の低下がみられた。 

④ 卵 殻 厚 

 24，32，44，56および 64週齢時の卵殻厚を図 12，表 21に示した。 

 各区ともに 44週齢までは増加し 44週齢以降減少する傾向がみられ卵殻強度低下と同様の傾向

がみられた。 

 

図 12 卵殻厚のの推移 

表 21 卵殻厚の推移 

 

⑤ 卵 形 係 数 

 24，32，44，56および 64週齢時の卵形係数を図 13，表 22に示した。 

 銘柄間に差があり 4 区が高く 5 区が低い特徴が認められた。また各区ともに産卵開始後 56 週

齢までは卵形係数は低下し(長くなる)，56週齢以降増加する（丸くなる）傾向がみられた。 
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図 13 卵形係数の推移 

表 22 卵形係数の推移 

 

(4) 規格卵の重量別産出率 

 21～64週齢の規格卵産出率は，表 23のとおりである。また，ML規格適合率を図 14，表 24に示し

た。 

 1区は 40週齢時まではML規格適合率が高いものの 52週齢以降 LL規格の増加がみられた。 

 3区は全期間を通して ML規格卵を多く産卵し 64週齢時まで高い割合を示した。4区は LL規格よ

りの傾向がみられ 44週齢以降 LL規格以上の増加が見られ，銘柄間に特性が認められた。 

 

図 14 ML規格卵産出率の推移 
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表 23 規格卵の重量別産出率 
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表 24 週齢別 ML規格卵産出率 
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付表 1-1 期別産卵成績 

 
付表 1-2 期別産卵成績 
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付表 1-3 期別産卵成績 

 
付表 1-4 期別産卵成績 
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付表 1-5 期別産卵成績 

 

付表 2-1 週齢別規格卵産出率 
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付表 2-2 週齢別規格卵産出率 

 

付表 2-3 週齢別規格卵産出率 
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付表 2-4 週齢別規格卵産出率 

 
付表 2-5 週齢別規格卵産出率 

 
 


